


ペンシル 1955年

通川実験場の全量v

った。

この後発射の舞台は秋田リILの ill川海岸に移る。道川

での歴史的な第 1 回実験は，ペンシノレ300の斜め発射で

-あった。 8月 6 日 14時 18分に発射されたベンンノレは.イ

グナイターが発火した時.その小さな噴射で尾翼を支

えていたヒ・ニーノレテープが外れ， ランチャーから砂場

へ転げ落ちて砂浜をねずみ花火のようにはい回った。

急いで鉄線のスト y パーを取り付け， 15時32分に再

度挑戦.ペンン Jレは，史上初めて.重力と空気抵抗の

障害のただ中を，美しく細い四塩化チタンの白煙を残

して夏の暑い空へ飛び立った。到達高度600m，水平距

離700m，記念すべきペンンルの飛詞1時間は 16.8秒であ

国分寺の後は，千葉の生研にあった長さ 50mの船舶

用実験水槽を改造したピットて二長さ 300耐のもの(ペ

ンシル300) ， 2 段式のペンシ Jレ司祭尾翼のペン ;， Jレ等

を水平発射して経験を積んだ。

田園司‘左から2段式ペノシル.ベンンル

3∞.ペンシルの各ロケ y ト

ペンシルロケ y トの

水平発射(固骨考) ...

‘実験的道具立て

東大生研がロケットの開発研究に着手

東大生研に宇宙開発予算初めて成立

ペンシル水平試射(国分寺}

2段式ペンシル水平試射

秋田ロケット実厳場開設(道 Jill

ペンシル 300 の初打上げ

ベビー・ロケットの初打上げ

1953 年(昭和 28 年) 12 月の準備会議を絞て，翌年 2

月 5 日， AVSA 研究班という研究グループが東京大学

生産技術研究所に誕生した。糸川英夫の「高速飛勿体

構怨」に心を強〈捉えられた若い研究者たちが.専門

分野を越えて幅広〈結集したものである。その最初の

成果は，東京・国分寺におけるべン ;"， Jレ・ロケ y トの

水平発射であった。ベンンノレが使った推薬はダブノレベ

ース(ニトログリセリンとニトロセルロースを浪ぜ合

わせて硬化斉 IJ で固めたもの)である。
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ベビー
ペンシノレにつづくダブルベース推薬の二番手は，外

径8cm，全長 120cm，重さ約10kgのベビー・ロケットだ

った。ベビーは 2段式て S~ ・ T 型・ R型の3つのタ

イプがあり， 1955年(昭和30年) 9 月から 12月にかけ

て打ち上げられ，いずれも高度 6 km くらいに達した。

S 型では，発煙)'iIJ をつめ噴出煙の光学追跡によって飛

捌性能を確かめた。 T型はわが国初のテレメータを搭

載したロケ" r , R型は搭載機器の回収に成功した。

‘テレメータを手にする

高木昇

1955年

-カメラ回服用のパラシュートと浮輔砂

道川のテント内には，小さな黒板がかかっていて，

毎日その日の予定や連絡が舎かれていた。ある日， ー

の黒板に俳句が容かれていて人目を惹いた。

空高〈 想、ひはるけし 秋の海

作者は糸川。彼はこの句に天地人の三オを詠んだ。.

の三位一体の協力がなければ，観測lロケ y トの成功は

達成できない.という願望をこの句に寄せた。

[ロケット・シリーズの名称あれこれ]

ロケットをどのように大型化していくかについての議論があり，とりあえず.タイニー・ランス→ベビー・

ランス→フライング・ランスという順序で開発していこう，ということになった。「ランス」とは投げ槍のこと

である。タイニー・ランスは後に「ペンンノレ」と呼ばれるようになり，ベビー・ランスは「ベビー」に，そし

てフライング・ランスは「アルフア」と改名されたのだが，これ以後，彼らはアノレ77→ベータ→カッパ→オ

メガと徐々に大型のロケットを作っていこうと考え，オメガ型で20kgの観測機器を 100kmまで上げることを目標

としていた。それが後に， ICYに間に合わせるため開発のテンポを速める必要が出てきて，アルファとベータ

は机上計画と一部のエンジンの地上燃焼試験だけを行って中止され，いきなりカッパ型に進んだのである。当

初ベータからガン?とかデルタなどギリシャ文字のアルファベ y トを省略していきなりカッパに跳んだのは，

「カッパJ という言葉の歯切れの良さをかったものである。「河童」とは関係ないが.語感が大変ユーモラスで，

一般からも随分と愛された。

ギリシャ文字のアルファベ y トをロケットの名にすることは，スムーズに決まったわけではない。初めは「ぎ

んがJ とか「かもめ」とかの急行列車の名前が速そうだからいいとか. 日本のロケ y トらしく「高砂J とか「紅

葉狩J とかの能の曲名がいいとか，色々な意見が出た。どれも一長一短だったところへ，糸川英夫ザ〉鶴の一声

でギリシャ文字に決まったらしい。カッパ( K)の後は，ラムダ( L) →ミュー( M) と進んだ。
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カッパ発進 1956~1957年

宿書を出る実験班の面々惨

1954年(昭和29年)ふロー7. [CY(国際地球観

測年)の準備会議が開催された。この準備会議で.二

つの特別プロジェ 7 卜が組まれることになった。一つ

は南極大陸の観測.もう一つは観測ロケ y トによる大

気層上層の観iJIIJ である。そしてAVSA研究班のロケン

トで超高層観測lに挑戦することになった。

かくして日本の宇宙開発は， J:[ ul)の時代から，宇宙

理学と宇宙工学がガ y チリと腕を組んだ形で.その険

しい道を登り始めた。

ICYに堂々と参加するには.高度50kmに達する必要

がある。ロケット観iftlJJffのメンバーたちはベビ ・ロ

ケ y 卜の時代を経て.ょうやく国際地球観測年におい

て使用する力 y パ・ロケットの開発に入っていった。

最初のカ y パは，当時 fK-128JJ と呼ばれていたエ

ンジンを備えた K -I型ロケ y 卜だった。実験は 1956年

2 月から開始された。糸川の指示は一言「骸の花の咲

くころに飛ばしましょう」であった。考えてみれば，

すて"1こ ICYは翌年に迫っていたのである。
企振動試験中の森大吉郎

企砂読み中の糸川英夫

企馬も活路・機材運搬

K-128J はいわゆる「全両燃焼」という燃焼方式で.

高温の燃焼ガスがロケ y トチャンパーの金属に直接に

触れて，チャンパーが溶けてしまフという難問が発生

した。燃やすたびにチャンパーが溶けるという悲劇に

敢然、と立ち向かった技術陣は、約30極類に及，，;;各純の

実験を行い、その中でロケ y トチャンパーの内而にア

ブレーンヨンを地して良好な結果を得た。

この喜びの日は， 1956年 6 月 24 目、桜は散りサクラ

ノポの実る季節I を迎えていた。 K-I!裂の初飛捌は.こ

の年の 9 月，道川で行われた。

Eコ

何しろ今から40年も前のこと，ロケ y トの実験場へ

の運搬は馬車に頼る，アンテナは手動.作業の監督は，

砂浜に設けられた青空コントローノレ・センターで行う

といった風情だった。背後には大勢のギャラリー。

ダブルベースは圧伸成型で作るので形を自由に作る

ことができず，大きさも直径 I em くらいが限度であっ

た。大型モーターに詰めるには，この推薬を「傘立て

に傘を並べる」ように配列して燃焼室に仕込む。直径

lIemの f7カロニ」を束ねて外径をそれぞれ22em ， 33

em にした第 l 段の上に K-128J を乗せた K-3 型と K-4 裂

が作られた。しかしこれがどうもうまくない。これで

はとても ICY の要求性能に到達するのは無理かと恩わ

れた。

秋田口ケット実験場移転

K-]-] 打上げ

国際地球観測年開始 (1957-58)

K-2-]打上げ

K-3-] 打上げ

K-4-] 打上げ

コンポジット雄薬評価の実験開始

]956 2
9.24

]957 1
4.24

5.2

9.20

12
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カッパ活躍

195日 4.29 K-5-1 打上げ

6.3 ロックーン実験開始

6.16 K-6-1 打よげ

195911.18 K-7- 1 打上げ

1960 7.11 K-8-1 打上げ

12 ユーゴスラピア!こ K-6' 輸出

1961 E 内之浦の長坪地区調査

4.1 K-9L-1打上げ

コンポジ y 卜推薬ならば，組成物を単に混合して任

意の形の推薬を鋳型法で作れるので，サイズに制限が

なしまた内面燃焼のモーターによる機体の軽量化も

可能となる利点があった。 II原風満帆ではなかった開発

期間を経て.第 l 段・第 2 段ともにコンポジ y トをつ

めたロケ y トとして， 1958年(昭和33年) 6 月，つい

に高度40km まで達する K-6型が誕生した。

K-6型による上層大気の風・気温等の観測データを

ひっさげて日本がICYに参加したのは 1958年(昭和33

年) 9 月であり， ICYの期間は前年 7 月からこの年の

12月までだったから.まさに滑り込みセー 7，関係者

は辛うじてICY参加という錦の御旅'を守りぬくことが

できた。 K-6型は21機打ち上げられた。
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1958""1961年
1960年(昭和35年) 7 月には，カ y パ 8 型ロケ y ト

が初めて高度200km を越え，電離層のF層に届くように

なって，科学者たちを驚喜させた。このカッパ8 型は

各種の宇宙観測を可能にし，電離層の中の昼夜のイオ

ンの分布などを世界で初めて観測するなど，本格的な

観測ロケットとして世界の注目を浴びた。

懸命に駆け足でくぐり抜けて来た草創の時期，こう

してICYは.日本の宇宙開発にとって忘れ得ぬ思い出

を刻んだのた'った。このころのほとばしるような情熱

が珠玉の輝きを失わぬようでありたい。

「初心忘るべからず」世阿弥はいいことを言った。

V打上げを待つ K-8-'

ICYにおける任務を終えたカッパ・ロケ y トは，さ

らに高〈遠い宇宙をめざし始めた。 K-8が到達高度200

km を越えた時点で， 日本海の狭きが気になりはじめ，

ロケ y ト・グノレープのDRは，太平洋に面した表日本に

向けられた。北海道，青森.茨妓唱和歌山，宮崎，鹿

児島それぞれの太平洋岸。まるで 500 年前の伊能忠敬

のように， 1960年.全国調査の旅の幕が切って落とさ

れた。かつて第二次世界大戦のさ中，ロケント開発の

秘密基地の適地を求めて，ウェノレナー・フォン・ブラ

ウンは足を怖にしてドイツ圏内を探し回った。「ロケ y

トの研究は歩くところから始まる」という彼の言葉が

残っている。

全国行脚の末に白羽の矢が立てられたのが，現在の

内之浦の地である。



内之浦ヘ 1962~1963年

]962 2.2OT-75-1 (Iく se の 1 番機)

鹿児島宇宙空間観測所起工式

5.24 K-8-]O の爆発事蝕

8.23 K-8L-] 打上げ

10 Mロケット直径 1.4ml こ決定

能代ロケット実験場開設

11.25 K-9M-] 打上げ

]963 4 Mロケットの開発研究に着手

日 .24 L-2- 1打上げ

12.9 Kse開所式

-I面に山笹の生い茂った丘陵司南九州特有の深〈入

りこんだ谷がその!日l をえぐって.痩せた尾悦が幾条む

太平洋に断崖となって格ちている。尾恨づたいに作ら

れた辺が急にドると.内之浦の長坪地区がある。

1961年 2 月.生61fの JL安除手口を中心として淵I'EiJll1i1l

が開始された。南国にしては来い内之浦の冬た'った。

起工式にこぎつけたのは. 1962 年 2 月 2 日である。

翌日の新聞には.

「隆の狐島内之浦.極東のケープカナベラルに変身 J

という見出しが陥った。

企回収された K-8- 旧企 K-8- 町出場尭事故

1962 年{昭和 37 年) 5 月 24 日。道川の空には雨 12 が

Ilk<@tl込めていた。 ';ti離層のlJI. iJIIJ と I也儲気による姿

勢ilIrJ~ を目的とする K -8 W，iJ O号機の発射日である。 2

週間ほど前に桜が放った。~tiJilのタベは肌:康い。午後 5

時.タイムスケジュールに人った。午後 7 時50分、発

射。しかし 50m ほどJ:fl したカソノマ・ロケ y トがにわ

かに何lき.まるでスローモーンョン・フィ Jレムのよう

に椛下しはじめた。強烈な IXI光と爆発.そして耳をつ

んざく疎音。そして l 段自の上半分は 2 段目と繋がっ

たままで右よりに低〈成物し海岸線から 15m ほどの

海に突っ込んだ。加えて，海に/喜ちた 2 段自のモータ

ーは. 30秒後に着火.やがて「ゴーりという燃焼音

とともに.実験庇の頭上を鐘えて砂丘の万へ飛んで行

った.幸いにして一人の負傷者もなかったが.この経

験はその後のロケ y トの安全設計に全面的に活かされ，

以後ui似の事依は皆無である。ただし道川で予定され

ていた数機のロケット実験は中止され.ロケットの飛

朔の舞台はすでに建設が始まっていた鹿児島県の内之

浦だけに限定されることになった。そして日本の観測

ロケ y トは.内之浦Jで. さらに高高度を求めて大型化

と性能向上をつづけ. K-8型から K-9M型へと移行し.

高度1;1350km を 7 リアするようになった。
KSCl番機 OT ・75-1 .4‘KSCの起工式&

実験場建股前の風最惨

(長坪地区)

-・観刷ロケットの中心となった

K-9M
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さらに高く 1964~1966年

‘ラムダの初号慢し-3-1

飛び立つMT -135-1 ・

た。

人工衛星を軌道に投入するには.何らかの軌道制御

が必要となる。この未経験の技術の使用を最小限に抑

えるために.次のような打上げ方式が保られた。第 l

段は空気力で安定(~力安定)させる.第 2 段は燃焼中

にスピンをかけ，空力安定とスピン安定を併用する。

第 3 段は第 2 段から引き継いだスピンで安定を保つ。

第 3 段燃焼終了と同時に第 4 段の姿勢制御を開始し第

3段軌道の頂点における局地水平に向ける.第 4 段モ

ータは第 3段軌道のI頁点で点火し.衛星を軌道に投げ

込む。この姿勢制御を容易にするため，第 3 段燃焼終

了後にデスピン・モ タによってスピンを停止してか

ら制御を開始L..制御終了後に再びリスピン・モータ

でスピンを与えて第 4 段燃焼中の姿勢安定を図る。す

なわちただ l 回の姿勢変更によって衛星軌道を成立さ

せようというのが「無誘導打上げ方式」の 11ft 目だった。

ラムダ( L) 計画は， もともと 1960年ごろから，高

度 I∞Okm以上の内側パン・アレン帯に到達する能力を

持つロケ y トとして作られ.さらに外側パン・アレン

帯を狙うロケットとして，高度 l 万km以上を展望する

ミュー (M) 計画が構想されていた.そして 1965年.

このM ロケ y トを用いる科学衛星計画が公表され.そ

の人工衛星打上げの試験機として. 3 段式 L-3H の上

に 4 段目を載せた L-4 S 型ロケントを使うことになっ

L-3- 1打上げ.高度1000kmに到達

MT寸 35寸打上げ

科学衛星計画発表

K-l0-] 打上げ

r美字情」渡り初め

し -3H-1 打上げ

茨械県太洋村大気涼実験を開始

L-48-1 打上げ

ミューセンタ鐙工式

M-l-1打上げ

L-48-2打上げ

7.11

7.24

6.20

11.B

12.12

3.5

7
9.26

10 日

10.31

12.2 日

1964

1966

1965

内之浦に移って 2 年後の 1964 年.東大生研のロケ y

ト グループと宇宙の謎に挑戦する科学者たちは.東

大航空研の人たちと合併して，東京大学宇宙航空研究

所を創設した。本音 1\ は目現区駒場におかれた。

この研究所の初のピ y グ・イベントは，まずもって

L-3 製ロケ y トによる高度 1000km のクリアであった。

この年の 7 月。観測上の要請によって未明の打上げ

となった。内之浦に当時「ロケ y ト J という名前のパ

ーがあリ、そこで気炎を上げてそのまま実験場へ直行

という猛者が 2-3 人いた。さしさわりはないと思う

が.名前はここでは言わない。

この 1 号機は高度 857km だったが 2号機はついに高

度ωOOkm に達L..日没直後の~に向けて上昇するにつ

れて.機体を中心に大きく上空に青白い光の姶がひろ

がって行った.その神秘的な光景がいつまでも人々の

眼に焼き付〈鮮やかな実験であった。
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挑戦 1966~1969年

<IIL-4S-1 発射

1966 年 9 月 26 日，軌道への挑戦が開始された。

L-4S-I 。第 3段から軌道が上向きに 10 ・.北向きに

20 ・それた。

L-4S-2.1966 年 12 月 20 目。第 4段が不点火.

L-4S-3.1967 年 4 月 13 目。第 3段 lご点火せず.保安

コ7ンドによって最終段の在火を中止。

この間，科学技術庁もロケ y トを打ち始め.その発

射場を新島から種子島へ移転する際に生じた「漁業問

題」のため. 1967 年 4 月半ばから 1 年半後の 1968 年 9

月上旬まて二内之浦・腫子島ともロケ y ト打上げは唱

すべて停止されてしまった。

企 196 宮年目正月を祝う翼験班員

企当時的内之浦町

3 号機の打上げ後，漁業問題のため実験が中断して

いる聞も，各部分の改良計画は積極的に進められた@

これらの改良の成果を総合的に確認するために計画さ

れた L-4T-I. この点を強調するため，最終段の推薬

量は 60% に減量。衛星軌道への投入能力を持っていな

かった。 1969 年 9 月 3 目。切り離された第 3 段が，伏

兵の残留宇佐力によって加速され上段に衝突するという

事故が起きたが，衝突が上段の重心近傍で起こったた

め，上段機体の姿勢の優乱は小さし姿勢制御装置は

正常に作動して所定の方向に姿勢を整定することがで

きた。推薬が一杯であったなら， 日本最初の人工衛星

は.この時に誕生したはずである。

L-4S-4.1969 年 9 月 22 目。第 3 段分離後またして

も第 3 段が上段に衝突。これによる上段機体の姿勢擾

乱は著しし姿勢制御装置によってこれを回復できな

いまま最終段に占火，ロケットは遠〈東北方へ。

成功へ向けての努力が続 «L-4T-l) ...

MT-135 の日米比較観測

L-3H が高度 20 印刷 1をクリア

気象ロケットの日米比較観測

し -48-3 打上げ

漁業者対策のためロケット実践中止

福島県原ノ町に大気 E事実験場移転

打上げ再開 (8T-160Fl

8-160-1 打上げ

MT-135P-l打上げ

8-300-1打上げ

K-l0C-l打上げ

8-210-1打上げ

M-3D-l打上げ

L-4T-l打上げ

L-48-4打上げ

1967 1

2.6

3.15

4.13

5

196B 7

9.10

9.14

1969 1.5

1.9
1.12

日. 7

B.17

9.3

9.22

-8 ー



軌道ヘ 1970年

そして 1970年 2 月 11 日. L-4S-s. 日本で最初の人

工衛星が誕生した。記者発表で玉木章夫は.内之浦の

日本晴れの空を見上げながら.こぼれんばかりの笑顔

で、述べた。

一一打ち上げ地に因んで「おおすみJ と命名します。

日の丸の小旗を 1両手に待機していた町の人たちは.

悦胞を合図に小路りして旗行列に出かけ ， Ix を徹して

必びに湧いた。

この時‘ 日本の宇宙科学は司長Wlにわたって鋭iJIIJ機

1t~を宇宙に滞イ干させる手段を獲得した。後発ながら日

本むようやく， 向分の力で宇宙を臨める固に成長しつ

つあった。

1870 2.11

2
7.15

8.25

11.18

rおおすみ J 打上げ

南極昭和墓地で 8-160 打上げ開始

気象庁，綾里でロケット打上げ開始

M-48-1 打上げ

三陸大気球観測所起工式

‘・初回国産衛星「釘釘すみ』

笑簡が二 lまれる首脳陣 v

-9-

‘成功~報ずる新聞

苦難に耐え.錐しい障害をみんなで来リ也えていく

過程で.ロケット・チームの団結が固まリ. 日本の宇

宙時代を築くためのt貴重な戦力が出来上がった。この

間「悲劇の実験主任」と言われた野村民也実験主任の

総指から一一「幾多の Il~折を経た L-4S であったが，

問題の所在を明らかにし.その解決の途を切り聞いて

いったことで，確固たるロケ y トの技術を育てる土台

を築いたということができょう。単に初の人工衛星を

産んだということではなく.多くの貴重な知識と経験

を残した実験として記憶されるべきものと思うu

この最初の衛星を生むための苦しい時代に.内之浦

のある鹿児島県大隅半島の人々は，東大グループにつ

ねに暖かい支持と熱い激励を送り続けた。これらの人

々は， 日本の宇宙開発の恩人として長〈人々の心に残

り続けることだろう。

この年 2 月.南極昭和恭J也では， S-160の打上げが

開始され.さらに 7 月，岩手県綾里で気象庁が気象観

測用ロケ y トを定期的に打ち上げ始めた。



M-4S
1971 2.16 M-4S-2/ rたんせい」打上げ

7.30 ニ陸大気球観測所関所式

8.20 L-4SC-1 打上げ

9.28 M-4S-3/ rしんせい」打上げ

1972 日米仏，気象ロケット出較実験

日 19 M-4S- 4/ rでん ItJ 打上げ

10.25 宇宙科学資料センター鍛工

かくして日本は，ソ・米・仏に次いで，第 4 番目の

人工衛星自力打上げ国になリ， 日本の宇宙科学も，世

界のレベルをめざして.歴史的なスタート台についた。

ミューの第一世代である M-4S 型は 4 段式で.軌道

投入は L-4S 型と同じ重カターン方式を採用，尾翼と

スピンによって姿勢安定を保った。

l 号機こそ姿勢制御装置の電磁弁の故障で軌道投入

に失敗したが 2 号機以降続けて 3 機が人工衛星を軌

道に乗せ， ミューによる衛星打上げ技術は安定した評

価を受けるに至った.

ミュー・ロケットによる最初の衛星は試験衛星で，

東大のス 7ールカラーに因んで「たんせい J (淡育)と

名づけられた。

1971~1973 年

3 号機の打上げに先立っては，実験班の面々の閉

で衛星の愛称公募が行われた。ミューセンター.レー

ダセンター，テレメータセンター， コントローノレセン

ター， ・・それぞれに投票箱が置かれ，一人一人がひ

らがな・漢字・ローマ字の名前を投票用紙に E書いて投

げ入れた。この時から.衛星の愛称は投票を基礎にし

て決められる慣例となった。 3 号機が軌道に送った日

本で最初の科学衛星は r しんせい J (新星)と名づけ

られた。当時の紙巻きたばこに「しんせい J というの

があったので，選にもれた人が口々に「安煙草みたい

でいやだなあ J と遠吠えをした。

4 号機は「て'ん I 1' J を軌道に乗せた。

41971' 手当時の KSC 女子作韓民

ミュー打上げ周ランチャー惨

I~[ アロンアルファ事件]
ある冬の日の内之浦。ランチャ一斑の控え室。

ポカポカとした暖房のそばで B先生が昼寝をしている.ソファに腰掛けた先生は，そろえた膝をわずかに傾

けて.まるでレディのように行儀よくおねんねである。その姿を眺めているうちに H 技官の頭に，突然閃くも

のがあった(この人はいつでもこの種のことがヒラメ 7 のである)。

やおらテーブルの上のアロンアルファ(ご存知の強力な接着剤である)をとりあげるや， B先生の両膝のわず

ずかな隊問に.タラタラと垂らし始めた。

結果は言うまでもない。やがて目覚めた B先生は， くるぶしがくっついたまま雌れなくなってしまった。

数分後，カミソリの刃を慎重に使って，両足の靴下の聞を切り雌そうとする B先生の姿が見られた。

-10 ー



M-3C
1974 2.16 M-3C-]/r たんせい 2J 打上げ

1975 1.20 8-310-1 打ち上げ

2.24 M-3C- 2/ rたいよう」打上げ

1976 2.21 国際磁気圏観測計画開始 (-1979)

2.4 M-3C-3/ rCOR8AJ 失敗

無誘導方式のM-4S 型から一歩進んで，第 2 段に推

力方向制御装置(TVC) を装備したのが. ミューの第

二世代である M-3C 型である。

もともとミュ .;/リーズというのは， 4 段式の長

期計画が立てられていたのだが，推薬や材料技術の進

歩を目見んで r3段式にしよう」と最終的に言い出した

のは，当時所長の玉木章夫だった。その玉木は1973年

9 月， M-3C の 1 号機の飛朔を見ることなし所長の

まま世を去った。

M-3C は.軌道投入の精度を大幅に向上させて，試

験衛星「たんせいしにつづいて rたいよう J と「は

くちょう J を宇宙へ送り出した。

「たいよう」の打上げ準備のさなか，内之浦に 30

年ぶりの大雪が降った固内之浦の町から実験場へ登っ

ていく坂道もびっしりと雪で覆われ， 300人を越える実

験班を車て・運ぶのは大変な苦労だった。

実験場の入り口の手前には美i塵併という急な坂道が

あり，町からの車はすべてここで立往生となった。自

分の車で登ってきた人が，ここから車を実験場まで押

していく光景が見られた。

この大雪で，打上げは 10 日ほど延期された。

1974~1979年

‘-哩，

企ラノテャー上回5-310-1

.

三陸大気疎観測所惨

での気王事実験

企記事制直白眼がとらえたK5Cの在景

1976年 2 月 4 日.ミュ の歴史上忘れられない事件

が起きた。この日午後 3 時に内之浦から飛ぴ立った M

-3C 型ロケ y トの 3 号機が，第 2段の点火と同時に頭

を異常に下げて水平に飛朔 L，飛槻保安の立場からタ

イマー停止のコ7ンドを送信され，太平洋の詰雇用と消

えたのである。発射前のコネクター離脱の際の雑音に

よって，ロケ y トのコンビュータにt昔、えさせておいた

第 2 段と第 3 段の姿勢基準が入れ替わってしまってい

fこ σ)t.ごった。

しかし失敗したその日から奇跡的に立ち直ったスタ

>7は，わずか 3 年後の1979年 2 月 21 日に雪辱戦を迎

えることができた。それは後日諦に属する。

-11 ー



-3H 1977~197B 年

1977 2

2.19

7
197日 2. 4

9.16

1979 2.21

4.1

SEPAC 計画開始

M-3H-]/r たんせい 3J 打上げ

葱水/液酸ロケット地上燃焼実験開始

M-3H- 2/ rきょっこう」打上げ

M-3H-3/ rじき 1-ナん J 打上げ

M-3C-4/ rはくちょう」打上げ

宇宙科学資料解析センター開設

つづいて.第 1 段を長くして能力を高めた M-3H 型

ロケ y トがデビューした。 M-3H は雫試験衛星「たん

せい 3 J につづいて r きょっこう J r じきけん J を地

球周囲軌道に運んだ。

地球周辺の観測は. 1957 年に人類が人工衛星の技術

を獲得して以来.宇宙観測の中でも nっ先に試みられ

た分野である。 M-3H 明ロケットによって. 日本も本

絡的にその仲間入リを来たした。

1978 年 2 月に打ち上げた「きょっこう J は.搭載し

た柴外線テレビカメラによって.北極圏をグ Jレリと取

り巻〈オーロラのグローパルな姿を l 枚の画像に収め.

その時間変動を探った。世界初の快挙であった。

同年 9 月には.地球磁気圏の様子を'研究する 1街星「じ

きけん」を軌道に運んだ。「じきけん J は，地球周回の

長惰円軌道を錨きながら，磁気圏の構造を暴きだす数

の々発見をなしとげた.

企ランチャー上の M-3H-2

‘ r，五おすみ Jle 意碑
除幕式

前のペ ジに舎いたが. 1979 年 2 月 21 日. M-3C 型

ロケ y ト 4 号機が，雪辱戦を迎えた。この日. 日本最

初の X線天文衛星「はくちょう J は rまるで X線天文

学者たちの執念に支えられたように自ら最適の軌道に J

(野村民也)飛ひ'込んて・行った。

「はくちょう」に乗った小田稔発明の X線観測機器

「すだれコリメータ J は広い天空を見張っていて，ど

こかに突然 X線星が出現すると，すぐその場所を精密

にとらえる。この「天空上のもぐらたたき J は大変な

威力を発梅 L ， X線を出す星がいくつも発見された.

中性子星の半径がすべて IOkm 程度て・あることをつきと

め.銀河中心までの距離の誤差を指摘しパルサーの

観測から中性子星の自転のふらつきを明らかにしたの

も「はくちょう」の功綴である。ブラックホール候補

昼「はくちょう座 X-1J についても重要な観測を行った。

この楽しくも必死の日々に. 日本の X 線天文学は.

世界の最前線に躍り出た。 rはくちょう J 以後 rひの

とり J (1981) rてんま J (1983) r ぎんが J (1987) r ょ

うこう j (1991) rあすか J (1993) と続けて X線天文衛

星を打ち上げ，宇宙研は今日まで|自 i断なく観測を行っ

てきている。それ以来，地球の~には必ず日本の X線

天文衛星が飛んでいる。

0
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M-3S 19BO~19B4 年

1980

1981

1.18

2.17

2.21

4.14
9

1982

1983

4.28

7.21

11 目 11

2.20

5.26

11

12

1.17

2.14

2.16

3.19

7.30
1 日 31

11

1984

8-520-1 打上げ

M-38-1/rたんせい 4J 打上げ

M-38- 2/ rひのとり」打上げ

宇宙科学研究所発足

第 l 回IACG 会議(パドヴァ)

国際中層大気観測計画 (MAP) 開始

真空テストスタンド実験棟起工式

臼図宇宙空間観測所敷地造成鍍露

第2回IACG (ブダペスト)

M-38-3/ rてんま」打上げ

日本海中部地震発生 . NTC 津浪被害

8EPAC 実験実施

第3回IACG (鹿児島)

8T-735-1打上げ

M-38-4/ rおおぞら」打上げ

MT-l lO-]打上げ

相復原に飛均体環境試験棟竣工

相模原縄造機能試験棟鍛工

臼田宇宙空間観測所開所式

第4回IACG (タリン)

1980年代の年頭には.二つの華々しい船出があった。

一つは. 2 段式の名機 K-9M にかわって.単段式な

がら観測ロケ y トの主役の座につく S -520, 1 号機が

1980年 I 月 18 日に打ち上げられた。

もう一つは. M-3S. ミュー シリーズ L. この第

4 世代の M-3S 明に至って.第 l 段にむ TVC を導入し.

軌道精伎の一層の向上と打上げ条件の緩和が実現され

守.

~。

1981 年 2 月 21 日.太陽活動期のさなか.太陽観測衛

星「ひのとり J が打ち上げられた。これらの搭載機器

は見事な連携を見せ.太陽表面やその上を竜のように

はい回る X線7 レアの像が，太陽物理学者たちによっ

て作られた。

1981 年 4 月 14 日.宇宙研は.さまざまな事情で東京

大学を離れ.文部省直結の研究所に組織答えきれ r宇

宙科学研究所」が発足した。折から.ハレー響星探査

の大計画がスタート台についた。ハレー探査に挑む 4

つの機関 (NASA ， ESA, IKI, ISAS) の連絡協議会IA

CGL ， この年の秋に.ガリレオガリレイが教鞭をふ

るったバドヴ.，. (イタリア)で第 l 回会合を聞いた.

2 号機による「ひのとリ J につづいて. 3 号機は.

X線天文衛尽の 2 昏機「てんま」を打ち上げた rてん

ま J !ま「はくちょう」の成*を党展させ.たとえ .1中

性 fJjl，の強い重力場によって X線の波長が{申ぴて見え

る rx線の亦万偏移」という現象を発見したり.銀河

1両に沿って l∞万 te:以上にむ達する商品のフ'ラズ7が分

術していることをつきとめた。

1982年から 1984年にかけては.国際中屑大気共同観

測計画 (MAP) の網が般かれた. 1984年 2 月に 4 号機

によって打ち上げられた「おおぞら J :j:.その一環と

して極軌道から中層大気のオゾン，エアロゾルなどの

微呈成分を観測している。

1984年 7 月.内之浦のミュ一台地に新しいロケ y ト

M-3S[]型のための盤備絡が姿を現した。そしてダミ

企新ISAS尭足

厚2

・・園陸軍圃圃圃冒て“

企撞陵中σ)64m アンテナ

ーのロケットを使ってその動きをチェアクする「ラン

チャ・オペレー y ョンJ・つづく地上系オベレー y ョン.

総合オペレーション。

10月末には臼回の大型アンテナも雄姿を見せ.あと

は 5 ヵ月後の打上げを待つばかりとなった.

ハレー琴星探査をめざす M-3S[]型ロケ y トの開発

は 1981年度から開始され.実機サイズのロケット・モ

ータについて， 8 度にわたる地上燃焼実験が能代ロケ

y ト実験場において行われた.補助プースタの切離し

等のテストのため.試験機ST-735-1号機の打上げも 19

84年 l 月に実施された。

1983年 II 月 25 日. M-3S[]製の打上げを見ず.議大

吉郎所長が現役のまま亡くなったロ大きな痛手となる

他界であった。

。

。
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ハレー 19B5~19B6年

... rすいせい J の観測結果

この年の 6 月には，宇宙との往還をめざす有興飛捌

体の滑空飛行実験もお目見えした。

さて「さきがけ J rすいせい」は，翌 1986 年 3 月 E

SA( ヨ ロ y パ宇宙機関)の「ジオ y ト J，ソ速の 2

機の「ヴエガ J. アメリカの「アイス」とともに，折か

ら 76 年ぶりに回帰してきたハレー主主星を接近観測した。

人々は「ハレ一位隊」と呼び，宇宙科学史上最大規模

の国際協力が実を結んだこの快挙を讃えた。

ハレーへの最接近に先立つ 1985 年 11 月から 12 月にか

けて rすいせい」搭載の紫外線テレビカメラは，ハレ

ーがときには強< ，ときには弱< ，まるで間欠泉のよ

うな周期的な活動をしていることを見つけた。

太陽コロナから磁場を伴いつつ噴き出る高速の太陽

風プラズ ?I~ ，琴星のコ?とぶつかって自由な運動を

妨げられ，衝撃波面を作る。衝撃波の内側(馨星側)

にはエネノレギーの高い荷'屯粒子がウヨウヨしている。

その乱流化したプラズ?の中を，太陽風の磁場はコ 7

のイオンをまきつけつつ.スピ ドをゆるめながら内

側に進む。三の磁場が主主星イオンをトラップする瞬間

乞「すいせい J のプラズ 7観測器が史上初めてキャッ

チして喝采を浴びた。

M-3SII-]/r さきがけ」打上げ

M-3S1 I-2/ rすいせい」打上げ

第5回 IACG (ワシントン)

臨時 IACG (モスクワ)

「すいせい」が八レー琴星に最接近

rさきがけ J が八レー琴星に最後近

有翼飛朔体滑空飛行実験

第6回IACG (ローマ，パドヴァ)

1.B
B.19
9

3

3.B
3.11
6.16
11

19B6

19B5

M-3S 型に続いて開発された M-3SII 型では， M-3

5 の第 l 段だけをそのまま使い，補助ブースタ・第 2

段・第 3 段はいずれも新たに設計・製作された。

1985 年 1 月初めの打上げに備えて，ロケ y トの各器

材が内之浦に搬入されたのは，前年の 11 月 2 目。組立

オベレーンョンを経て，クリスマス イヴの当日，打

上げオベレーションのスケジューノレ入りとなった。

大晦日には.新装なって名前も新しくなったパー「ニ

ュー・ロケ y 卜」で.カラオケ大会が行われた。こん

なに楽しそうにカラオケに興じている苧主の顔を見た

ら家族は頭にくるのではないか，と思われるような盛

り上がりであった。

‘角度セット作車中町 M-3S II-I

このロケ y トによって， 1985 年， 76 年ぶりに回帰し

て来たハレ 馨星に向けて， 2機の探査機 (r さきがけ」

「すいせい J) が地球の重力闘を脱出して行ったことは

記憶に新しい。ミューは世界の宇宙開発史上初めての

r悶体燃料ロケ y トによる地球脱出」という 1卒業を成

し遂げたのだった。

以後 M-3 SII ロケットは rぎんがJ rあけぼのJ r ひ

てん J r ょうこう J rあすかJ 'c いう，宇宙科学史上に

画期的な業績を残す衛星・探査機を次々と宇宙へ送り

出すことになった。
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世界の舞台 19B7~19BB年

19日7 2.5 M-3Sn-3/ rぎんが」打上げ

5.21 宇宙墓地利用研究センター開設

1 日 IACG 会議(京都)

1988 11 IACG 会議(ココアピーチ)

発生した巨大な 7 レ 7，巨大なプラ y クホーノレの証拠

と思われるセイ 7 ァ ト銀河の中心絞の激しい変動，

宇宙の果てのクエ サ のスペクト Jレなどを次々と発

見し.身近な!JJから遥かなクエーサーや超銀河団まて二

すべての天体を X線天文学の対象に引きずり込んだ。

企大マゼラン星雲に超新星出現(右) 企「き'んカ ζ」と超新星の観測データ

‘宇宙基地利用研究センターでの

生物実験

...M-3SII-3/' ぎんが J 打上げ

1987 年 2 月に「ざんが」が軌道に来った時には， 、

の (:ii iT!.の誕生を待っていたかのような絶妙のタイミン

グで 17 万光年彼万の大 7ゼラン雲で.肉眼で見える超

新民が 400 年ぶりにはじけた。この越新星からの X線を，

1987 年の夏，世界に先駆けて「ざんが」が捉えた。そ

の後 2-3 週間に一度の割合でつづけられた超新星の

観il\l Jは.人 ~Ii が飛朔体を手にして以来初めての tt 重な

ものである。

もちろん本来の目的であった数々の X線源の観測 l も

「ざんが」によって精力的に行われた。とくにイギリ

スと共同開発した大而積比例計数管は司天の川に沿っ

て続々と見つかる越新星の残骸， H音旦星雲の芯に隠れ

ている高温プラズ?，近接した 2 倒の昼の相互作用で

[ラーメンの指 1

1988 年 II 月. ココア・ピーチで [ACe が聞かれた。ホテノレの近所に「バンプーリごンダ」という中華料理店が

ある。「スペシャノレ」という大盛りのラ -.I ンを注文した。この店の名物である。しばらくして来た/来た/み

んな一斉に，ラーメンを捧げ持ったウェイターを見つめた。でもー僚に盾をひそめた。ウェイターの.節くれ

だった，決してきれいとは言えない親指が，どっぷりとラーメンのつゅの中に突っ込まれている。それからや

ってくるラーメンは，すべて彼の親指の「洗礼」を受けていた。しばらくしてそこの?スターがテープルの近

くを通ったので一応クレームをつけたロ

「ねえ，あのウェイターは，さっきラーメンに指を突っ込んで運んできたよ U

その時の?スタ の得意そうな答え一一

「ハイ，あいつは長年やってるから熱くないらしいんて U

-[5 ー



相 19B9~1990年

19日目

1990

2.22

4.1

日 25

9

l.24
1-3

6.19

11

M-3sn-4/ rあけぼの J 打上げ

相模原キャンパスへの本部移転

ポイジャー海王星日米共同電波実験

IACG 会議{ブラ八)

M-3sn-5/ rひてん J 打上げ

DYANA キャンペーン

宇宙科学振興会設立

IACG 会議(テネリフ工)

1990 年代最大の国際協力を行う太陽地球系科学の国

際共同観測計画のト y プパ，?ーとして， M-3S lI型

の 4 号機により. 1989 年の 2 月に軌道へ運ばれた「あ

けぼの」が.極上空のオーロラ粒子の IJni 車メカニズム

を克明に研究しつつある。「あけぼの」が送っている美

しい画像は.極域を包むオーロラの姿をグローパノレに

浮かび上がらせている。

‘打上げを持つ rあけぼの J

すでに飛初体環境試験や精造機能試験などのために.

多くの人が 1980 年代前半から相模原で仕事をしていた

が rあけぼの」を打ち上げた直後の 1989 年 4 月，宇宙

科学研究所の本部も相模原キャンパスに移転となっ.

肌寒い花冷えの季節が私たちを迎えてくれた。

そしてこの年 8 月には，アメリカの探査機ポイジャ

ー 2 号が海王星に接近.その接近時にアメリカ本土が

海王星の方を向いていなかったため，キャンベラと臼

田の大アンテナが協力してこの歴史的接近を追跡した。

臼聞の晴れの国際舞台であった。

明けて 1990 年 1 月，工学実験衛星「ひてん J が内之

浦を飛び立った。将来の惑星探査に備えて.月の重力

を利用して軌道を変更する「スイングパイ J の技術を

7スターすべし月の公転周期と「ひてん J の公転周

期をうまく同期させて.十数度にわたってスイングパ

イを敢行して自信を得た。他にも航行上の工学実験を

こなし「ひてん」の運用によワ.日本は，太陽系空間

をほぼ自在に動き回ることが可能になった。

企工学実験衛星「ひてA. J と孫衛星「はごろも』

‘ヴァイパーロケ γ ト

打上げ準備

成層圏の異常昇温現象を探るダイアナ・キャンベー

ンが展開きれたのは. 1990 年の 1 月 -3 月だった。ス

ーパーロ y キ，ヴァイパ という 2 極穎の異常に安い

観測ロケ y トを異常にたくさん打ち上げることになり，

異常な日程で漁業交渉を重ねた。この世界にまたがる

キャンペーンが大きな成果を収め，地理的に重要な位

置にある日本が観測に貢献できたことは幸いであった。

E
Ol



発見 1991~1994年

1990年代初めの太陽活動極大期には r ょうこう」

(1 991年 8 月打上げ)がその活動の謎に挑み，軟X線と

UlI! X 線の両波長の望遠鏡が搭載され，数秒、角の精度で

太陽のX線二次元像を捉え.ため息の出るような見事

な太陽像を送り続けている。

超新星川06のX線画憧企

企 X線カメラが初めて捉えた夫体・

はくらよう座X-I

a ‘

叫与 . , ,
】町一一一

企カンオペアAのX線スペクトル

制。

四

1993年 2 月には，最新のX線望遠鏡を搭載して，「あ

すか」が内之浦を出発した。その 1 ヵ月後「おおぐま

座J に位置する M81銀河の中に出現した超新星からの

X線を出現後わずか 10 日目から観測し始めた。これは

超新星観測としては画期的なことで，ここから超新星

爆発のメカニズムが大いに解きあかされつつある。

1968年以来. 1000個くらい発見されたガンマ線パ

スターのうち 3 個だけ，同じ方向から繰り返しやって

くるものがあり r ソフト・ガンマ線レピータ -J と呼

ばれており，これは X線でもかなり強い放射を出して

いる。「あすか」は.その正体が超新星残骸の中の中性

子星から来たものであることをつきとめた。

また「あすか」は C LOOI6+16 という銀河団を観測

しており，それが我々 から遠ざかるスピードが秒速 12

万キロメ ト Jレであることから、我々 からの距離を 70

億光年と弾きだした。 F ぎんが」とアメリカのアインシ

ュタイン街亙が観測した銀河団のうち最も遠かったの

が約 30 億光年た'ったから rあすか」は一挙にその 2.3

1音の彼方まで見通すようになったことになる。

宇宙の果てはもうすぐそこである。

1993 年 12 月，宇宙科学研究所は，国内外の有識者に

お願いして「第三者評価」を実施した。結果として大

変高い評価をいただき.今後の方向についても貴重な

示唆を得た。

GEOTAI しとロケットの組付け企

M-3SII-6/ rょうこう J 打上げ

IACG 会議(奈良)

国際宇宙年(I SYJ

デルタ II/GEOTAIL 打上げ

IACG 会議(ワシントン)

M-3SII_]/r あすか」打上げ

宇宙科学企画情報解析センター開設

IACG 会議(モスクワ)

第三者評価実施

IACG 会議(クルンバッ八)

日 30

11

7.24

1 日

2.20

4.1

10

12

9

1992

1993

1991

1994

1992 年は，国際宇宙年と定められ，世界中で大がか

りな宇宙キャンペーンが展開された。宇宙科学研究所

も国内外でこれに協力した。

オーロラの謎に挑む「あけぼの J の活躍に. 7 月，

新しい↑中聞がやってきた。デノレタ・ロケントで打ち上

げられた GEOTAIL である。 GEOTAIL は磁気圏の尻尾

に直接飛び込んでその構造を詳細に探るとともに，オ

ーロラの原因となる粒子群が磁力線のつなぎかえと呼

応して加速されていくメカニズムを解き明かしつつあ

る。

そしてこの「あけぼの」と GEOTAIL との連燐プレー

は.X 線天文学につづいて，宇宙プラズ 7物理学にお

いても，宇宙科学研究所が世界のリーダーに成長した

ことを物語りつつある。

企極大潮に向う太陽憧
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新しい時代ヘ 1995~

1995 1.15 EXPRESS 打上げ失敗

3.18 H-I I-3 /SFU 打上げ

M-V ロケット開発急ピッチで進む一一

ベンンル・ロケ y トが国分寺駅前で水平発射されて

40 年目，日本の宇宙科学陣は， 1996 年の発進をめざし

て，ペンシノレの現代の後継機 M-V 型ロケ y トの仕上げ

のテストに忙しい日々を送っている@
企 1-2 段接手骨随試験企ノーズフ zアリング開頭試験

企 M-V ロケ y ト 1 段目的地上略焼試験

:J)(風を 1蒔いて能代で敢行されるロケット・モータの

地上燃焼試験.接手やノーズ 7 ェアリング等の精 iE 機

能試験. スケジューノレは目内押しである。

新しい l時代へ '十宙科 ".~I-' 研究所はいま.世界と日

本の宇宙科学をあらたな段階に引き上げるために.ペ

ンン Jレ以来の 40 年の指織を最大限に生かすために脅闘

している。

SFU 企EXPRESS 企

1995 年の努頑に M-3S 日明の 7 ィナーレを飾るはず

たeった日独共同の回収カプセル rEXPRESSJ が.予

定より低い軌道に投入されて目的を達せられなかった

ことは銭念だった。

つづいて 3 月に宇宙開発事業団の H- lJによって打ち

上げられた宇宙実験観測 7 リー 7 ライヤ -SFU は.赤

外線望遠鏡その他の運用を精力的に行いつつある。

21 世紀をめざす日本の宇宙科学

l アイ
電波天文衛星 MUSES-B 火星探査織 PLANET-B

月探査後 LUNAR-A

X線天文衛星 ASTRO-E 帯外線天文衛星 IRIS 小惑星サノプルリターン
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